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１．まえがき 

コンクリート構造物の補修・補強を行う際に，ポリマーセメントモルタル(以下，PCM と称す)が用いられる事が

増加している．補修・補強に用いられる PCM の品質は，「JIS A 1171：2000 ポリマーセメントモルタルの試験方法」にて

評価することが定められており，実験室においては PCM の作業性を評価する指標として「JIS R 5201：1997 セメントの物理

試験方法」に規定されるフロー試験が用いられることが多い 1)．また，「JIS A 1171」のフレッシュポリマーセメントモルタ

ルの試験方法には，ミニスランプ試験も記載されており，どちらの試験方法を用いてもよいとされている．前者の試験装置は，

フローテーブルを 150kg 以上のコンクリート台に一体となるように固定する必要があり，現場で簡易に作業性を確

認する装置としては適していない．後者の装置は，軽量で小型であるため現場での評価方法として優れている．本

論は，両者の試験方法の関係性について調査したものである． 

 

２．試験概要  

(1)使用材料 

材料は，白色セメント，硅砂および短繊維をプレミックスしたコンパウンドと，ポリアクリル酸エステル(PAE)

系エマルションを所定の重量比で練混ぜた 2 材型の PAE 系 PCM である．練混ぜは，ハンドミキサー(550rpm)を用

い練混時間は 90 秒である．本試験では，PAE 系 PCM

のフレッシュ性状を評価するため練上り温度を 10～

30℃，配合をポリマーセメント比 P/C=10.2~12.6%の範

囲で変動させた．表-1 に基本配合を示す． 

 

(2)試験方法 

フロー試験およびミニスランプ試験は，「JIS R 5201：1997 セメントの物理試験方法」および「JIS A 1171：2000 ポリマ

ーセメントモルタルの試験方法」に従い行った．写真-1，2 にフロー試験およびミニスランプ試験の状況を示す．また，

図-1 にミニスランプ試験のスランプコーンを示す．また測定は，PCM の経時変化も

併せて確認するため，練混ぜ後から所定の時間経過後に再度実施した． 
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図-1 ミニスランプコーン 

写真-1 フロー試験状況 

(150mm 程度) 

写真-2 ミニスランプ試験状況 

(50mm 程度) 

表-1 PCM の基本配合 
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３．実験結果および考察 

(1)ミニスランプ試験 

写真-3 は，ミニスランプ値で 30mm 程度の試験状況である．ミニスラン

プ試験は，高さ 150mm のミニスランプコーンに材料を 2 層に分けて詰める

ため，突き棒の跡が材料の自重で詰まる程度の柔らかさがないと巣が生じ

る傾向が確認された．ミニスランプ値が 30mm を下回る PCM で試験を行う

場合，材料を 3 層に分けて詰めるなど，スランプコーン内に巣が生じない

ようにすることが重要である．また，ミニスランプ値が 80mm を上回る PCM

では，スランプコーンの形状を保持できず，自重で崩壊する傾向が確認さ

れた(写真-4)． 

(2)フロー値とミニスランプ値の関係 

練混ぜ直後および所定の時間経過した後に測定した PCM のフロー値お

よびミニスランプ値の関係を図-2 に示す．今回の練上り温度および配合に

おいて，PCM のフロー値は 120～180mm 程度，ミニスランプ値は 0～100mm

程度の範囲となった．両試験ともに 45 回測定し，両試験値には高い相関を

有している．また，配合 P/C=11.7％の PCM のフロー値およびミニスランプ

値と経時変化との関係を図-3 に示す．練上り温度 30℃の PCM は，20 分経

過後に 30 秒間再撹拌を行い測定した．両試験方法とも同様の経時変化の傾

向を示したが，練上り温度 30℃の場合，ミニスランプ値が測定の下限値付

近にあるため，施工性を評価する事が困難である． 

 

 

 

 

４．まとめ  

フロー試験とミニスランプ試験を行い，PCM の作業性を評価する指標として両試験を用いることが可能かどうかを確

認した結果，両者には，高い相関を有していることが分かった．ミニスランプ値が 30mm を下回る PCM で試験を行う場

合，スランプコーン内に巣が生じないように注意することが必要であるが，軽量で小型な試験装置で測定可能なミニ

スランプ試験は，施工現場にて PCM の作業性を簡易に評価することが可能な試験方法であるといえる． 
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図-3 施工性と経過時間の関係 
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図-2 フロー値とミニスランプ値の関係 
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写真-4 ミニスランプ試験状況 

(100mm 程度) 

写真-3 ミニスランプ試験状況 

(30mm 程度) 
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